
 

 

 

 

 



 

みど

みど

的かつ

りのま

本計

定版）」

関連計

本計

本計

間及び

使用す
 

みど

緑  

緑被地

緑被率

緑地 

 

みど
 

環境の

地球温

イラン

都市の

火災時

緩和な

 

 

どりの基

どりの基本計

つ計画的に実

まちづくりに

計画は、吹田

」に適合する

計画と整合し

計画にお

計画において

びこれらと一

する主な用語

り：樹木や草花

と一体と

：樹木や草花

地：樹木や草花

率：ある一定

：将来的に

どりの機

の改善 

温暖化防止、ヒ

ンド現象の緩和

の安全性・安

時の延焼防止、

など 

基本計画と

画とは、市域

実施するため、

関する総合

市の「第 3

るほか、「第

した内容にな

おけるみど

て対象とする

体となった水

語を以下のよ

花などの植物、

なった水辺や

花などの植物 

花などの植物

の区域面積に

も残される可

機能  

生物

ヒートア

和など 

生き

種数

安心性の確保

災害時の避難

 

とは 

域内における

、その目標と

的な計画です

次総合計画

2 次環境基

っています。

どりの定

みどりの範

水辺やオープ

うに定義しま

、植物を含む土

オープンスペ

で被われた土

対する緑被地

能性が高い、

物多様性の保

き物の生息・生

数の増加など

保と防災性の

難場所・復旧活

1 

る緑地の適正

と実現のため

す。 

画」に即する

基本計画（改

。 

定義  

囲は、「樹木

プンスペース

ます。 

土地や空間及

ースなど 

地 

面積の割合

担保性がある

保全 

生育場所、

の向上 

活動拠点、異常

正な保全と緑

めの施策など

るとともに、

改訂版）」や

木や草花など

スなど」とし

びこれら

みどり 

市民の活動

健康の増進、

心の醸成など

都市

気象の まち

たら

緑化の推進に

どを内容とし

「都市計画マ

「景観まちづ

どの植物、植

します。また

の場・憩いの

地域コミュニ

ど 

市魅力の向上

ちの風格や魅力

らす自由空間と

に関する施策

して策定する

マスタープラ

づくり計画」

植物を含む土

た、本計画に

の場の提供 

ニティの形成、

上 

力の向上、賑わ

としての機能性

策を総合

る、みど

ラン（改

などの

土地や空

において

豊かな

わいをも

性など 



 

みど

市域

小規模

する程

流下す

川がま

を形成

中部で

斜面林

緑地の

みど

りが失

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どりの現

域南部では、

模なみどりが

程度ですが、

する神崎川と

まとまったみ

成しています

では、多くの農

林や教育関連

のまとまった

どりの面積は

失われている

千里山

地域 

豊

南

現況  

比較的

が点在

市境を

と安威

みどり

。市域

農地が点在し

連施設などのみ

みどりや豊か

は減少してお

ことが大きな

 

千里ニュータウ

万博・阪大地域

山・佐井寺 

津・江坂・ 

吹田地域 

しています。

みどりが帯状

かな住宅地の

り、マンショ

な要因となっ

ン・ 

域 

2 

また、沖積低

状に分布して

のみどりが分

ョンや戸建住

っています。

※概

JR 以南地域

低地と丘陵

ています。市

分布していま

住宅などの宅

 

概ね 300 ㎡以上

域

・台地が接し

市域北部では

ます。 

宅地開発に伴

のみどりを反映し

山田・千里

地域 

片山・岸部

地域 

している地域

は、大規模な

伴って、既存

しました。 

里丘 

域では、

な公園・

存のみど



 

基本

 

 
 

人と

介した

かな人

る自然

みど

基本

り、北

まとま

河川な

ちの実

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心

本理念 

と人が互いに

た心のやすら

人」、「協働を

然」を育むこ

どりの将

本理念のもと

大阪健康医療

まりのあるみ

などを「みど

実現を目指し

心がやす

 

ふれあいなが

らぎを感じ、

基軸とする

とを目指し

将来像  

、みどりの将

療都市（健都

みどりを形成す

りの拠点・骨

します。 

 

らぎ、人

ニ

がら、みどり

「自然や人の

自律した地域

ます。 

将来像を、以

都）のみどり

する丘陵斜面

骨格をつなぐ

人と地域と

千里 
ュータウン

千里

3 

りを守り、つ

のつながりを

域社会」、「生

以下のとおり

りを「みどり

面のみどりを

ぐネットワー

と自然を育

里丘陵 

沖積低地

つくり、育ん

を大切にする

生物多様性を

り設定します

の拠点」、大

を「みどりの

ーク軸」とし

育むみど

地 

んでいく活動

る豊かな心と

を保全し、人

す。大規模な

大規模な緑地

の骨格」、道

して位置づけ

どりの都市
ま ち

凡例 

 

 

動の中で、み

と感性を持っ

人と生き物が

な公園、大学

地、大規模な

道路のみどり

け、みどり豊

市
ち

 すいた

みどりを

った健や

が共生す

学のみど

な河川、

りや中小

豊かなま

た 



 

目標

目標

の期間

見直し

総量

みど

定しま

取組目

 

改訂

 

 

 

 

標年度 

標年度は、上

間とその見直

しを行います

量目標 

どりの将来像

ます。また、

目標を設定し

総量目標１

市域

現状

総量目標２

市域面

現状

総量目標３

市民

現状

訂のポイ

①社会

・

・

・

・

②地域

③緑化

④みど

 

位計画であ

しの年度を踏

。 

 

像の実現を目指

取組ごとの

します。 

１ 緑被地

の緑被率 

26.1%（平

２ 緑地の

面積に対する

15.5%（平

３ 都市公

一人あたりに

8.9 ㎡/人

イント  

会の動きに応

生物多様性

都市農地の

みどりのス

グリーンイ

別緑被率目

重点地区の

りのまちづ

 

る「第 3 次

踏まえ、平成

指し、みどり

成果を測る

地の確保 

平成 25 年 4

の確保 

る緑地面積の

平成 26 年度

公園の確保

に対する都市

（平成 26 年

応じたみど

性への配慮

の重要性へ

ストックの

インフラへ

目標値の設

の設定と保

づくり推進

4 

次総合計画」

成 37 年度

りの量を測る

ための成果

4 月） →

の割合 

度） → 将

市公園面積

年度） →

りの機能の

慮 

への配慮 

の安全性の確

への取組の推

設定 

保全配慮地区

進プロジェク

と「都市計

（2025 年度

るための指標

目標として、

将来目標 3

将来目標 20

将来目標 1

の強化 

確保と有効

推進 

区候補地の

クトのアク

画マスタープ

度）とします

標を用いた 3

、重点プロジ

30.0％ 

0.0% 

0.0 ㎡/人 

効活用 

の選定 

クションプラ

プラン（改定

す。また、5

3 つの総量目

ジェクトにお

ラン化 

定版）」

年毎に

目標を設

おいて、



 

基本

みど

 

基本

 

みどり

継承す

 

基本

 

みどり

生み出

 

基本

 

みどり

活かす

 

基本

 
市民参

働によ

どりの

くりを

本方針 

どりの将来像

方針 1 

りを 

する 

方針 2 

りを 

出す 

方針 3 

りを 

す 

方針 4 

参画・協

より、み

のまちづ

を進める 

 

像の実現を目

今ある民
集合住

地・た

管理に

今ある公
吹田市

地、日

ど、今

を維持

地域に応
商業地

特性を

地の活

多く体

してい

地域に応
地域の

整備す

生物多様

ネットワ
今ある

とまっ

を活か

き物が

めてい

今ある公
今ある

長寿命

ます。

人と地域
身近な

りと自

できる

開催の

た仕組

多様な

市民参画
効率的

市民、

づくり

市民参画
みどり

の立場

指し、基本理

民有地のみ
住宅や戸建住宅

ため池など、今

により、質を維

公共のみど
市のシンボルで

日常的に利用さ

今ある公共のみ

持・向上させ、

応じた創意
地・業務地のよ

を踏まえ、立体

活用、住宅地に

体感できるよう

いきます。 

応じたみど
の特性を踏まえ

するなど、地域

様性を保全

ワークの形
る大規模な公園

ったみどりと、

かし、人がいつ

が生息・生育で

いきます。 

公園・緑地
るみどりのスト

命化、機能強化

 

域を育む場
なみどりの魅力

自然の大切さを

るイベントを通

のほか、福祉、

組みづくりを検

な効果を有機的

画・協働を
的かつ効果的な

事業者、行政

りを進めていき

画・協働に
りの質・量を充

場で役割を担う

5 

理念のもと進

どりを次世
宅などで育まれ

今ある民有地の

維持・向上させ

りを次世代
である万博記念

される身近な公

みどりを保全す

次世代へ継承

工夫により
ような密集した

体的な緑化、敷

における生垣緑

うな創意工夫な

りの拠点を
え、まとまった

域に応じたみど

全し、人と

成を進める
園・緑地、丘陵

中小河川や道

つでも、どこで

できるまちを目

を充実する
トックを十分に

化などの再整備

としてみど
力を発見するこ

を学ぶことがで

通じて緑化意識

子育て、にぎ

検討しながら、

的に活かしてい

支える仕組
なみどりの保全

政がそれぞれの

きます。 

よる取組を
充実していくた

う、市民参画

進めていく施

世代へ継承
れてきたみどり

のみどりを保全

せ、次世代へ継

代へ継承す
念公園や千里緑

公園・緑地、道

するとともに、

承していきます

り、みどり
た市街地や住宅

敷地内のオープ

緑化など、スペ

などにより、地

をつくる 
たみどりが乏し

どりの拠点を確

と生き物に

る 
陵・斜面のみど

道路のみどりな

でも、みどりと

目指してみどり

る 
に活かすために

備に取り組み、

どりを活か
ことができる市

できる環境教育

識を向上するこ

ぎわい、コミュ

人と地域を育

いきます。 

組みをつく
全、整備、維持

の役割を主体的

を進める 
ために、市民、

・協働の取組を

施策の基本方

する 
り、丘陵・斜面

全するとともに

継承していきま

る 
緑地などの大規

道路のみどり、

、適切な維持管

す。 

を生み出す
宅地など、それ

プンスペースの

ペースの有効活

地域に応じたみ

しい地域には、

確保していきま

に配慮した

どり、大規模な

などのつながり

とふれあえるま

りのネットワー

に、バリアフリ

、公園・緑地を

す 
市民観光の推進

育・学習の推進

ことができる啓

ュニティなどの

育む場として、

る 
持管理を行って

的に担うことが

、事業者、行政

を進めていきま

方針を設定し

面のみどり、農

に、適切な維持

ます。 

規模な公園・緑

、河川・水路な

管理により、質

す 
れぞれの地域の

の活用、道路残

活用やみどりを

みどりを生み出

、公園・緑地を

ます。 

たみどりの

な河川などのま

りのあるみどり

まち、多様な生

ークの形成を進

リー化、施設の

を充実していき

進、人のつなが

進、楽しく参加

啓発イベントの

の活性化に向け

、みどりが持つ

ていくために、

ができる仕組み

政が、それぞれ

ます。 

します。 

農

持

緑

な

質

の

残

を

出

を

の  

ま

り

生

進

の

き

が

加

の

け

つ

、

み

れ



 

基本

４つ

として

 今あ

みど

継承

今あ

みど

継承

 
 地域

創意

みど

地域

みど

つく
 

 生物

し、

配慮

ネ

形成

今あ

を充

人と

と

活か

 
 市民

支え

つく

市民

よる

本施策 

つの基本方針

て、27 の基本

ある民有地の

どりを次世代

承する 

ある公共の 

どりを次世代

承する 

域に応じた 

意工夫により

どりを生み出

域に応じた 

どりの拠点を

くる 

物多様性を保

、人と生き物

慮したみどり

ットワークの

成を進める 

ある公園・緑

充実する 

と地域を育む

してみどりを

かす 

民参画・協働

える仕組みを

くる 

民参画・協働

る取組を進め

 

針に基づき、み

本施策を設定

の 

代へ

1 住

２ 

３ 

代へ

４ 

５ 

６ 

７ 

り、

出す

８ 

９ 

10 

11 

を 

12 

13 

保全

物に

りの

の 

14 

15 

16 

緑地 17 

18 

む場

を 

19 

20 

働を

を 

21 

22 

23 

24 

働に

める

25 

26 

27 

みどりのまち

定します。

住宅地のみど

丘陵・斜面

農地とため

公園・緑地

大学のみど

道路のみど

河川と水路

商業地・業

住宅地の緑

公共施設の

身近な公園

まちづくり

大規模な公

拠点・骨格

ネットワー

在来生物の

公園・緑地

公園の運営

みどりのま

みどりが持

花とみどり

みどりの人

市民参画・

みどりの助

市民参画・

みどりの調

「緑化推進

6 

ちづくりを進

どりの保全

面のみどりの保

め池の保全 

地の適切な維持

りの保全 

りの適切な維

路の適切な維持

業務地の緑化

緑化 

の緑化 

園・緑地の新

りに併せたみ

公園・緑地の

格となるみど

ーク軸となる

の生息・生育

地の再整備

営管理 

まちづくり意

持つ多様な効

りの情報セン

人材育成 

協働による

助成制度の見

・協働による

調査と研究

進基金」の有

進めていくう

保全 

持管理 

維持管理 

持管理 

新規整備 

みどりの拠点

の未開設区域

どりの保全

るみどりの形

育環境の保全

意識の普及・

効果の活用

ンターの充実

るみどりのま

見直し 

るみどりのま

有効活用 

うえで、基本

点の創出 

域の整備 

形成 

全 

啓発 

実 

ちづくり推進

まちづくりの

本となる取組

進組織の設立

の推進 

組の方針

立 



 

重点

27

以下の

（１

1-1

1-2

1-3

（２

2-1

2-2

2-3

2-4

2-5

2-6

2-7

2-8

（３

3-1

3-2

3-3

3-4

3-5

 

（４

4-1

4-2

4-3

4-４

（５

5-1

5-2

5-3

5-4

5-5

（６

6-1

6-2

6-3

6-4

点プロジ

の基本方針

の 13 の重点

）公園・緑

1 パークマネ

2 遊園の利活

3 千里南公園

）公園・緑

1 「公園施設

2 「公園施設

3 公園緑地樹

4 「（仮称）

5 市民による

6 樹形の適正

7 樹木健全度

8 公園・緑地

）街路樹の

1 街路樹台帳

2 「（仮称）

3 市民による

4 樹形の適正

5 樹木健全度

）「北大阪

1 「北大阪健

2 「緑のふれ

を備えた緑

3 都市計画道

４ エリアマネ

）南吹田地

1 「南吹田の

2 都市計画道

3 駅前交通広

4 上新田公園

5 市民との連

）千里山駅

1 都市計画道

2 駅前交通広

3 ポケットパ

4 市民との連

ジェクト 

の総合的かつ

プロジェク

緑地のリバ

ネジメントプラ

活用 

園へのパークカ

緑地の維持

設長寿命化計画

設安全・安心対

樹木台帳の更新

樹木適正管理

る樹木見守り制

正化（3-4 併合

度調査（3-5 併

地の地域別一括

のリバイタ

帳の整備 

樹木適正管理

る樹木見守り制

正化（2-6 併合

度調査（2-7 併

阪健康医療都

健康医療都市

れあい交流創生

緑の空間の創出

道路「岸部中千

ネジメント組織

地域のまち

の新駅周辺緑化

道路「南吹田駅

広場の整備によ

園の再整備 

連携・協働によ

駅周辺のま

道路「千里山佐

広場の整備によ

パークの整備 

連携・協働によ

 

つ効果的な推

トに取り組み

バイタリゼー

ランの策定 

カフェの設置

持管理適正化

画」の改訂 

対策事業」の推

新 

理指針」の策定

制度の導入（3

合） 

併合） 

括維持管理委託

タリゼーショ

理指針」の策定

制度の導入（2

合） 

併合） 

都市（健都

（健都）緑化重

生ゾーン 1」に

出 

千里丘線」の整

織との連携・協

ちづくりに併

化重点地区計画

駅前線」の整備

よる駅前緑化

よる地域の重点

まちづくりに

佐井寺線」の整

よる駅前緑化

よる地域の緑化

7 

推進と着実な

みます。 

ーション（

化と効率化

推進 

定（3-2 併合）

3-3 併合） 

託（アウトソー

ョン（再生

定（2-4 併合）

2-5 併合） 

）」のまち

重点地区計画」

における防災機

整備による街路

協働によるみ

併せた重点

画」の策定 

備による街路緑

点的な緑化とみ

に併せた緑

整備による街路

化とみどりの適

な実行に向け

（再生） 

化 

 

ーシング）の検

生） 

 

づくりによ

」の策定 

機能や健康づく

路緑化 

どりのマネジ

点的な緑化

緑化 

みどりの適正管

緑化 

路緑化 

適正管理 

複合型遊具

けたアクショ

検討 

よるみどり

くりの機能 

メント 

管理 

平成

街路

具（更新後） 

都市

都市

北

ョンプランと

の拠点の創

成 26 年度（201

路樹写真コンクール

樹木診断 

市計画道路「南吹田

整備イメージ

計画道路「千里山

整備イメージ

北大阪健康医療都市

として、

創出 

14 年度） 

ル入賞作品 

田駅前線」 

ジ 

山佐井寺線」

ジ 

市（健都） 
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（12
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（13

13
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13

）歴史と風

1 地域との連

2 農地の再評

3 みどりに関

）花咲くま

1 「（仮称）

2 阪急南千里

3 公的住宅の

4 みどりに関

）自然との

1 「開発事業

の緑化基準

2 開発区域に

表土の保全

0）みどり

0-1 市民との

0-2 身近な動

0-3 外来種の

1）千里花と

-1 「（仮称）

-2 「（仮称）

-3 「（仮称）

-4 「（仮称）

2）市内大

2-1 みどりに

2-2 みどりに

2-3 学生との

3）大阪府

3-1 都市計画

3-2 都市計画

3-3 大阪府や

みどりの

風格あるみ

連携・協働によ

評価と利活用を

関する助成制度

まちづくり

彩
いろどり

団地」の

里駅～北大阪急

の建替えに併せ

関する助成制度

の共生に配

業の手続等に関

準の実効性の強

における植物の

全その他の必要

のまちづく

の連携・協働に

動植物の観察会

の駆除などを通

とみどりの情

）みどりの人材

）みどりの人材

）みどりのシン

）みどりのコラ

大学との連携

に関する連携研

に関する協定の

の連携・協働に

府との連携に

画緑地「服部緑

画道路「十三高

や河畔企業など

の充実 

みどりのまち

よる神社周辺の

を通じた保全

度の総合的かつ

 

の創出 

急行桃山台駅間

せた沿道緑化の

度の総合的かつ

配慮する開発

関する条例（愛

強化 

の生育の確保上

要な措置に係る

くりを通じ

による身近な動

会などを通じた

通じた環境学習

情報センター

材養成所」の運

材バンク」の運

ンクタンク」の

ラボ」の運営

携によるみ

研究 

の締結 

によるみどりの

によるみど

緑地」の整備促

高槻線」の整備

どとの連携・協

8 

ちづくり 

の鎮守の森の保

つ抜本的な見直

間の沿道緑化

の誘導 

つ抜本的な見直

発事業の誘

愛称：好いた

上必要な樹木の

る規定の充実

じた生物多様

動植物の保全

た生息・生育情

習の推進 

ーのみどりの

運営 

運営 

の運営 

みどりのまち

のまちづくりの

どりのまちづ

促進 

備による街路緑

協働による神崎

保全 

直し（8-4 併合

直し（7-3 併合

誘導 

すまいる条例

の保存、 

様性の保全

情報の蓄積 

のまちづくり

ちづくり 

の推進 

づくり 

緑化 

崎川と安威川の

千里花とみどり

合） 

合） 

例）」 

全 

り実践型シン

の 

市

生

りの情報センター

都

開

ンクタンク化

垂水神社周辺の鎮

桃山台 41 号

市天然記念物「ヒ

生息地とそのヒメ

の機能イメージ 

関西大学の「保護

都市計画道路「十三

整備完了区

開発区域内に保存さ

化 

鎮守の森 

号線 

メボタル

ボタル」

護樹木」 

三高槻線」の

区間 

された樹木



 

緑化

緑化重

み

「重

のこ

場所

組を

 

設定に

●戦

り

●緑

他

の

●小

す

●緑

 

緑化重

み

の緑

南吹

予定

●

●

●

●

●

●

●

●
 

な

北大

予定

●

●

●

●

●

な

計

化重点地

重点地区と

みどりの基本

重点的に緑化

ことです。み

所において、

を市全域に広

によるメリ

戦略的・集中

りのまちづく

緑化の効果が

他の地区にお

の波及効果が

小規模な公園

することが可

緑化推進のた

重点地区の

みどりの少な

緑化重点地区

吹田の新駅周

定・想定され

●花と緑あふれ

●駅前のシンボ

●緑地の多様な

●まちなかの緑

●住宅地との調

●生産緑地の保

●神崎川緑地帯

●市民緑化活動

など、「南吹田

大阪健康医療

定・想定され

●「緑のふれあ

●「緑のふれあ

●「緑の遊歩道

●まちのゲート

●市民や組織化

によるみどり
 

など、「吹田操

計画（エコまち

地区  

は 

本計画の緑化

化の推進に配

どりのまちづ

緑化施策を総

げていく役割

ット 

的に緑化事業

りのモデル

が目に見える

おける緑化意

が期待できる

・緑地であ

可能となる。 

めの基金の積

設定 

ない地区で、

区の設定要件

周辺緑化重

れる施策 

れる駅前交通広

ボル道路となる

な機能に応える

緑の拠点として

調和を目指した

保全・活用（市

帯の形成（サク

動の推進 

田地域のまちづ

療都市（健

れる施策 

あい交流創生ゾ

あい交流創生ゾ

道」、1 号緑地

トにふさわしい

化が検討されて

りのマネジメン

車場跡地地区

ち計画）」に基

化手法の一

配慮を加える

づくりのモデ

総合的に進め

割を担ってい

業を行うこと

を具体化でき

る形で示され

意識や機運の

。 

っても、優先

積極的な有効

まちのシン

を踏まえ、下

重点地区 

広場の整備 

る街路緑化の推

る上新田公園の

ての公共施設緑

た工場緑化の推

市民農園など）

クラ並木など）

づくり基本計画

健都）緑化重

ゾーン 1」にお

ゾーン 1」にお

、1 号街区公

い駅前交通広場

ているエリアマ

ント 

低炭素まちづ

づく施策 
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つであり、

るべき地区」

デルとなる

め、その取

います。 

とで、みど

きる。 

れることで、

の向上など

先して整備

効活用が期待

ボルとなり、

下記の 2 地

推進 

の再整備 

緑化の推進（小

推進（花と緑の

 

 

画」に基づく施

重点地区 

おける「みどり

おける「健康増

園の適切な維

場のみどりの適

マネジメント組

づくり 

待される。

、「市街地開

区を設定しま

小学校や浄水場

の緩衝ゾーンの

施策 

りの広場」の整

増進広場」の整

持管理 

適切な維持管理

組織 

北大阪健康医

開発事業」の

ます。 

場など） 

の形成など） 

整備 

整備 

理（JR 岸辺駅

医療都市（健都）イ

「南吹田の

の進んでいる

駅北側） 

イメージ図 

「北大阪

療都市

の新駅周辺」 

上新田公園

る地区など

阪健康医

市（健都）」
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地域

市域

あるこ

部地域

ン・万

JR 以

水辺を

されて

ている

＜緑被

現状

豊津

水辺を

されて

効に活

されて

＜緑被

現状

山田

残され

で育ま

＜緑被

現状

 

将来像

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

域に応じ

域をよりきめ

ことから、「第

域、豊津・江

万博・阪大地

以南地域 

を中心とした既

ているとともに

る。 

被率目標＞ 

8.0% → 

津・江坂・南

を中心とした既

ているとともに

活用され、創意

ている。 

被率目標＞ 

10.7% →

・千里丘地

れている丘陵

まれてきたみど

被率目標＞ 

23.2% →

像のイメージ

沖積平

じたみどり

細やかに捉

第 3 次総合計

坂・南吹田地

域の 6 つの

既存のみどりの

に、住宅地にみ

将来目標 1

南吹田地域

既存のみどりの

に、公共・民有

意工夫により、

→ 将来目標

地域 

・斜面の樹林地

どりが継承され

→ 将来目標

パース 

 

平野 

りのまち

え、地域に応

計画」の地域

地域、千里山

のブロックに

のストックが活

みどりが確保さ

16.0％ 

域 

のストックが活

有のスペースが

、みどりが生み

標 16.0％ 

地、農地、住宅

れている。 

標 27.0％ 

（千里ニュー

10 

ちづくり

応じたみどり

域ブロックと

山・佐井寺地

区分し、地域

片山

活か

され

公園な

るとと

宅地に

＜緑被

現状 1

千里山

活か

が有

み出

残され

育まれ

＜緑被

現状 2

千里ニ

宅地 計画的

が継承

のみど

されな

＜緑被

現状 4

千里丘陵

ータウン・万博・

  

りのまちづく

と同様に、市

地域、山田・

域に応じた緑

・岸部地域

などの既存のみ

ともに、新たな

にみどりが確保

被率目標＞

13.3% →

山・佐井寺

れている丘陵・

れてきたみどり

被率目標＞

23.7% →

ニュータウ

的な整備により

承されている。

どりなどのまと

ながら継承され

被率目標＞

47.6% →

阪大地域以外）

くりを進めて

市域を JR 以

・千里丘地域

緑被率目標を

域 

みどりのストッ

なみどりの拠点

保されている。

→ 将来目標

寺地域 

斜面の樹林地

りが継承されて

→ 将来目標

ウン・万博

り、住宅地で育

また、万博記

とまったみどり

れている。 

→ 将来目標

（千里ニュータ

ていくことが

以南地域、片

域、千里ニュ

を設定します

ックが活かされ

点が生み出され

 

20.0％ 

地、農地、住宅

ている。 

28.0％ 

・阪大地域

育まれてきたみ

記念公園や大阪

りが適切に維持

48.0％ 

千里丘陵 

タウン・万博・阪大

が重要で

片山・岸

ュータウ

す。 

れてい

れ、住

宅地で

域 

みどり

阪大学

持管理

大地域） 
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本計画

ACT

進捗状

改善・

 

進体制 

どりのまちづ

による取組だ

った地域に関

色を活かした

れぞれの役割

る特色を活か

本計画を進め

行管理 

計画の進行管

全体の改善・見

を採用します

AN 基本施策

画において設定した

T 改善・見直

状況の評価結果や

・見直し 

 

づくりを進め

だけではなく

関わる様々な

た役割を担う

割を認識し、

かしながら、

ていきます。

 

管理にあたっ

見直しを行う

。 

吹田

編集

〒565

策と重点プロジ

た、基本施策と重

直し 

社会動向などを踏

ていくため

、市民や事

な主体がそれ

必要があり

それぞれが

連携・協働

。 

ては、総量

う工程を繰り

田市第２次み

平成 28

集・発行 吹

5-0855 吹

TEL

http://ww

ジェクト 

点プロジェクト

踏まえて、計画を
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には、

業者

ぞれ

ます。 

持っ

によ

目標と取組

り返す、PDC

みどりの基本

年（2016

吹田市土木部

吹田市佐竹台

06-6834-

ww.city.suita

連携

目標の達成状

CA サイクル

本計画（改訂

年）８月 

部公園みどり

台 1 丁目 6

-5364 

a.osaka.jp/

行政

携・協働 

心がや

DO 基本施

基本施策と重点プ

CHECK

1 年ごと：市が

を把握

どを活

5 年ごと：検討

握・評

 

状況の把握

ルによる成果

版） 

り室 

番 1 号 

/ 

市民 

連携・協働

やすらぎ、人と地域

みどりの都市
ま ち

 す

施策と重点プロ

プロジェクトを具

進捗状況の把

が基本施策と重点プ

握し、「（仮称）み

活用して、市民・

討会議を設置し、計

評価 

・評価を踏ま

果管理型の進

事業者

連

働 

域と自然を育む 

すいた 

ロジェクトの実

具体的な事業として

把握・評価 

プロジェクトの進

どりのコラボ」や

事業者と情報共有

計画全体の進捗状

まえて、

進行管理

者 

携・協働

実施 

て実施 

進捗状況

や HP な

有 

状況を把


